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８月１日付けで副院長に就任しました。 

私は、新潟大学医学部昭和５８年卒業で、 

鈴木新院長とは同級生です。 

私が当院に着任した頃（平成１１年度）は、 

常勤医が４０数名おり、入院患者数は冬にな 

ると３００人を超えていました。 

外来患者数は１，０００人を超え、昼を過ぎ 

ても待合室には患者さんが一杯でした。 

大黒元院長が退職されてから整形外科医が 

減少し、その後、臨床研修医制度が出来てからは常勤医の数がさらに

減少しました。整形外科や眼科は常勤医が１名となり、耳鼻科や泌尿

器科、歯科の常勤医はいなくなりました。神経内科や麻酔科など増設

された診療科もありますが、現在、常勤医の総数は２５名で当時と比

較すると約２０名も減少しました。 

以前と違い、当直していても常勤医のいない診療科や 1 人体制の診

療科は当番に入っていませんので、夜間呼び出しは出来ずに救急患者

の受入れをお断りすることもあり、悲しくなります。当院の理念「地

域の人々のために最善の医療を目指す」を実践するよう当院職員一丸

となって頑張っていますが、救急患者を他病院に回ってもらうことが

あるのが残念でなりません。 

今後、県央地域の患者さんが他の地域に行かなくて済むよう県央地

区に基幹病院ができることが決まり、鈴木新院長が基幹病院の基本構

想の取りまとめを行っています。新病院設立はまだ先のことですので、

今後も当院が県央地区の基幹病院として、安全で質の高い医療を提供

し地域に信頼される病院であり続けられるよう、日々の診療を頑張っ

ていきたいと思います。そして院長とともに全職員が当院の理念に向

かって前進できるよう「職場環境の向上に努める」ことが副院長の仕

事と考えています。力不足かもしれませんが職員や地域の皆様の意見

を聞いて頑張りますので、今後ともご支援のほど何卒よろしくお願い

いたします。 
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【 今後の市民・勤労者医学講話のお知らせ 】 

平成２５年１１月５日（火）１８時３０分～当院１階外来ホール 

 

［演題］             ［講師］ 

「白内障について」      眼科副部長  佐々木 藍季子 

 

※ご聴講は無料ですので、是非お越しください。 

都合により、講演者や演題の一部が変更になることがあります。 



 

 

   

８月２４日（土）に燕商工会議所主催の「２「２「２「２００００００００メートルいちびメートルいちびメートルいちびメートルいちび」」」」に、燕市役所健康づくり課と

スポーツ推進課と協働で““““健康発見コーナー”健康発見コーナー”健康発見コーナー”健康発見コーナー”を担当し、地域住民の方々へ健康相談を実施しまし

た。 

  当院からは、吉田脳神経外科部長と看護師５名が参加し、血圧測定、血管年齢測定、一酸化炭素

濃度測定、健康相談を行いました。各コーナーの参加人数は血管年齢測定１２０名、一酸化炭素濃

度測定１５名、健康相談１７名という結果でした。特に、血管年齢測定に関連した健康相談が多く、

動脈硬化や高コレステロール値等を気にしている方々が大勢いらっしゃることがわかりました。こ

の結果を、今後の地域住民の方々の健康管理に活かしていただきたいと思います。 

  燕市では、季節ごとに様々なイベントが開催されています。当院では、燕市役所と協働して、地

域住民の方々の疾病予防や療養生活の支援をしてまいります。ぜひご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【【【    「２００「２００「２００「２００メートルいちびメートルいちびメートルいちびメートルいちび」に参加」に参加」に参加」に参加    】】】】    
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９月３日（火）に血液内科副部長安山医師による「血液の病気「血液の病気「血液の病気「血液の病気についてについてについてについて～白血病、多血症を中心～白血病、多血症を中心～白血病、多血症を中心～白血病、多血症を中心

にににに」」」」の講話を開催しました。赤血球、白血球、血小板の役割や白血病・多血症についての症状や検

査・治療などについて、講演されました。 

聴講者から、「白血球が少ないと言われて心配になってこの講演を聴きに来ました」「がんは早期

発見が重要と言われるが、白血病を早期に発見するにはどうしたらいいのでしょうか」などの質問

が挙がり、安山医師から「早期発見は経験上難しく、そのためには定期的に健康診断を受けましょ

う。また、体の調子が悪い時には医療機関を受診しましょう」との説明がありました。 

 皆さま、常に自分の体と向き合い、体調不良を感じたら早めに受診行動をとることをお勧めしま

す。 

         

 

 

【【【【    市民・勤市民・勤市民・勤市民・勤労者医学講話を開催労者医学講話を開催労者医学講話を開催労者医学講話を開催    】】】】    
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【役割】 

  心不全や心疾患を抱える患者さまが症状の悪化なく過ごせるよう 

患者さまの生活背景に沿った支援を行います。 

 

・治療上の注意点 

 内容  ・食事・服薬管理 

・運動                                 連絡先 

・日常生活での注意点                     4 階西病棟 

                                  （内線 3411）               
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【 「慢性心不全看護認定看護師慢性心不全看護認定看護師慢性心不全看護認定看護師慢性心不全看護認定看護師」」」」が誕生しましたが誕生しましたが誕生しましたが誕生しました    】】】】    

 

【編集部より】 

高く澄み切った青空に、風に揺れるコスモスの花が美しい季節を  

迎えましたが、皆さまどのような秋をお過ごしですか？  

皆さまの秋が実りの多いものになりますように。（ゆ）  

 

【 手洗い教室開催中手洗い教室開催中手洗い教室開催中手洗い教室開催中    】】】】    

今年も市内の 15 の

小 学 校 に お じ ゃ ま  

してま～す！ 

慢性心不全看護認定看護師になりました慢性心不全看護認定看護師になりました慢性心不全看護認定看護師になりました慢性心不全看護認定看護師になりました        

坂坂坂坂井井井井和泉和泉和泉和泉ですですですです!! !! !! !!                                                                                         

よろしくお願い致しますよろしくお願い致しますよろしくお願い致しますよろしくお願い致します!!!!!!!!    

    

   

院外においても研修会の院外においても研修会の院外においても研修会の院外においても研修会の    

企画・指導・相談企画・指導・相談企画・指導・相談企画・指導・相談をををを行って行って行って行って

いきたいと思いいきたいと思いいきたいと思いいきたいと思い ます。ます。ます。ます。                

お気軽にご相談お気軽にご相談お気軽にご相談お気軽にご相談ください。ください。ください。ください。    
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